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はじめに
直下型の大規模な地震が1995年 1月17日午前5時46分
に兵庫県南部に発生し,30万人以上の人々が小学校等へ
避難した｡地震2ヶ月後の阪神地域では,被災住民の12
万人以上が食事の支給を受け,7万人近 くが避難所で生
活をしていた｡一般的な支給食として朝食はパンと牛乳,
昼食はおにぎりやカップ麺等で夕食には弁当が支給され
ていた｡そこで,避難所における被災者の食生活に関す
る実態を把握し,被災住民の今後の食生活の改善に役立
つ資料を得るためアンケート調査を行った｡
調査方法
神戸市 (2避難所,男女各々58名と53名,面接聞き取
り調査),芦屋市(3避難所,男女各々52名と96名,面接
聞き取り調査)および淡路島 (6避難所i男女各々35名
と21名,留め置き回収調査)の10歳から88歳の男女各々
145名と170名の計315名を対象に平成 7年3月にアンケー
ト調査を実施した(表1)｡統計処理はアンケ一.ト調査シ
リー ズ,秀吉 (社会情報サービス)を用い,クロス集計
の結果に対する検定には∬ 2検定を用いた｡
表 1 地域別対象者数と年齢別分布
地域別対象者戦 く人) 年齢分布 (%)
地 域
全体 男性 女性 10-39歳 40-59歳 60歳以上
? ? ? ? ???? ??
? ?? ?
?
?
?
?
?
?
? ????? ? 】
?
???
?
????????? ?? ????????? ?????
(1)
結果および考察
Ⅰ 食品群別摂取頻度
性別,年齢別,地域別の食品群別摂取頻度を表2に示
した｡男女別に比べると,｢毎日摂取｣の割合が穀類では
男女各々95%,96%であったが,芋類.(男女各々16%,
18%),豆類 (男女各々22%,20%)の摂取頻度は低かっ
た｡動物性食品群の ｢毎日摂取｣の割合を比べると,負
介類 (男女各々16%,10%)や卵類 (男女各々15%,14
%)の摂取頻度は肉額 (男女各々30%,34%)と比べて
低かった｡特に ｢週に1回以下の摂取｣が魚介類 (男女
各々39%,48%)と卵類 (男女各々32%,45%)で多く,
蛋白質や脂肪酸等の栄養素の偏 りが示唆された｡緑黄色
野菜の ｢毎日摂取｣の割合は,男女各々32%,350/9と摂
取頻度は低く,特に ｢週に1回以下の摂取｣が男女各々
31%,33%と多く,ビタミンAや無機質の不足が示唆さ
れた｡
年齢別の摂取頻度に有意な差はみられなかったが,加
齢とともに,芋類,豆類や魚介類の摂取頻度に増加傾向
がみられた｡この傾向は年齢による噂好の差に依ると推
察された｡
地域別に摂取頻度を比べると,穀類,芋類に地域差は
みられなかったが,芦屋での豆類の ｢毎日摂取｣ (10%)
は神戸 (32%)や淡路 (38%)より少なかった (p<
0.01)｡魚介類の ｢週に1回以下の摂取｣が神戸32%であ
ったのに対して,芦屋や淡路では50%以上の人が魚介類
の摂取が1週間に1回以下と少なかった (p<0.01)｡他方
肉類の ｢毎日摂取｣は神戸 (42%),芦屋 (31%)で多
く,淡路では8%と少なかった(p<0.05)｡緑黄色野菜の
神戸 (21%)での ｢毎日摂取｣は芦屋 (41%)や淡路 (40
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表2 性別,年齢別,地域別食品群別摂取頻度
性別摂取頻度 年齢別摂取頻度 地域別摂取頻度
摂 取 頻 度 全体
男性 女性 10-39歳 40-59歳 60歳以上 神戸 芦屋 淡路
穀 類
寧 日●
2-3日に l回
週に1回以下
??????
?
? ??
?
? ?? ? ? ??? ? ?
?
? ? ? ??
?
?? ?
????
? ??
?
???? ??
? 105
95.2
3.8
1.0
??? ? ???
?
????
????
芋 精
毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
??? ? ?? ? ?? ??
?? ? 】 ?
? ??
? ?
? ?
105 137
16.2 17.5
41.9 45.3
41.9 37.2
58 96 88
8.6 17.7 21.6
50.0 46.9 36.4
41.4 35.4 42.0
82 134 26
19.5 16.4 11.5
43.9 44.8､ 38.5
36.6 38.8 50.0
?
??
?
?
?
?
日に1回????
246 111
20.7 21.6
36.6 38.7
42.7 39.7
??? ? ??? ? ?
??? ? ?
????
?? ? ?
??
99
21.2
35.4
43.4
??? ? ? ??
?????? '85 132 29
31.8 9.8 37.9
32.9 41.7 24.2
35.3 48.5 37.9
魚介類
毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
???? ???
?? 】 ? ?
? ??
?
?
118 142
16.1 9.9
44.9 42.3
39.0 47.8
? ? ? ? ?? ?? ??
???
?? ?
?
? ? 】 ? ? ?
98
2().4
38.8
40.8
96
17.7
50.0
32.3
??????
? ? ? ? ? ?
????
?? ? ? ????
内 項
毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
?????
?? ? ?127 .145
29.9 33.8
42.5 40.0
27.6 26.2
?????
? ? ?? ? ???
??????
??? 100
42.0
39.0
19.0
???? ? ???
?? ? ?
? ? ???
??
??
緑黄色野菜
毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
???? ??? ?
???
? ??
?
? ? ? ?
118
32.2
37.3
30.5
????? ? 】????
???
?? ???
??????
???? ?
???
??? ?
?? ? ? ????
????
????
? ? ?????
? ? ??
????
? ? ?? ?
その他の野菜
毎 日
2･3日に1回
週に1回以下
??? ? ??? ? ? ?
???
? ? ? ??
??
? ? ? ???
? ? ? ??
??? ?
??
??? ? ?
?? ? ?? ? 】 ??100 94
50.0 61.7
34.0 25.5
16.0 12.8
87 140 29
48.3 58.5 31.0
31.0 32.9 51.8
20.7 8.6 17.2
綿羊頬
毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
?????? ? ? ?
???
? ??
??
? ? ?
109
22.9
41.3
35.8
? ? ? ???? ?? ? ?
??? ?
???
????? ?
????
?????
????
?????? 82
34.2
32.9
32.9
??????
???
? ? ?????
??? ????
乳 類
毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
?????? ? ?
??
? ?? ?
???
? ?? ? ??
??
?????
???
????
??????
???? ?
??
? ?? ??
?? 90
75.5
16.7
7.8
? ? ??? ?? ???
??
???
?????
卵 類毎 日
2-3日に1回
週に1回以下
?????? ? ??
?? ? ? ?
? ??
?
? ? ? ???
?
???? ? ?? ? ?
?? ? 】 ? ? ?
? ?
?????
?????
?? ? ? ? 40
27.5
62.5
10.0
黒毛鞘
毎 日
2･3日に1回
週に1回以下
???? ???
???
? ??
??
? ? ? ? ??
???
? ? ?????
??? ?
??? ? ?
?????
??? ? ???
?? ? 】 ?101
38.6
33.7
27.7
平井他:大震災被災者の食生活状況
%)よりも少なく,｢週に1回以下の摂取｣は神戸で46%
と摂取頻度が少なかった (芦屋24%,淡路26%) (p<
0.01)｡
乳類の｢毎日摂取｣は,淡路 (41%)と比べて神戸 (76
%)や芦屋 (73%)で多かった (p<0.01)｡この理由と
して神戸と芦屋では毎朝牛乳が支給されていたことに依
るとおもわれる｡淡路での卵類の ｢毎日摂取｣は28%で
神戸 (14%)や芦屋 (11%)よりも多く,｢週に1回以下
の摂取｣は神戸,芦屋 (各々39%と48%)と比べて淡路
では10%と少なかった (p<0.01)｡この理由として,神
戸や芦屋では殆ど卵の支給がなかったのに対して,淡路
では卵の供給が容易であったことに依ると思われる｡こ
れらのことは,支給食が被災者の食生活を左右し,支給
食の内容の重要性が再確認された｡
｢もっと食べたい食品｣としては,男性では魚介類 (63
%)が最 も多 く,次に緑黄色野菜 (59%),豆類 (42
%),その他の野菜 (41%),肉類 (37%)の順であった｡
女性では緑黄色野菜 (63%)が最も多く,次に魚介類 (57
%),その他の野菜 (40%),海草類 (3.7%)豆類 (35%)
の順であった｡男女ともに毎日の摂取頻度の最も少なか
った魚介類と,ビタミンや無機質源である緑黄色野菜の
摂取を希望していることは,被災者自身がそれらの不足
を身体で感じていることを示唆している｡
ⅠⅠ 食事と健康-の意識
性別,年齢別,地域別の食事と健康への意識について
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表3に示した｡食事を3食摂取している割合は男女各々
83%と84%で,｢よく欠食する｣は 男女共7%で欠食率
は低かった｡年齢別に比べると ｢よく欠食する｣割合が
10-39歳層で10%と他の年齢層 (6%)よりも多い傾向
がみられた｡地域別に比べると ｢よく欠食する｣が神戸
では9%と他の地域 (6%)より多い傾向がみられた｡●
支給された食事に対して ｢満足している｣と答えた割
合は男女各々42%と21%で,｢満足していない｣と答えた
割合は男女各々32%と48%で,男性の方が女性より支給
された食事に対して満足していた(p<0.01)0｢満足して
いる｣割合は10-39歳層で260/Oに対して60歳以上でもま41
%と多く,高齢者と比べて若年層の満足の割合は低かっ
た (p<0.05)｡地域別に見ると,神戸 (28%)や芦屋 (27
%)と比べて淡路では50%の人が支給された食事に対し
て満足していたが,逆に芦屋では50%が満足していなか
った (p<0.01)｡淡路での満足の割合が多い理由とし
て,支給食が弁当でなく,青年団などによる炊出し的な
食事が早い時期から提供されていたことに依ると思われ
る｡
満足していない理由として男性では ｢冷たい｣が80%
で最も多く,次に ｢野菜が少ない｣ (49%),｢硬い｣ (46
%)であった｡女性でも冷たい (72%)が最も多く,吹
に ｢揚げ物が多い｣ (58%),｢野菜が少ない｣ (58%)と
答えた割合が多かった｡
ボランティアによる炊出しで提供された食事に対して
｢満足している｣と答えた割合は男女各々85%,84%と
表3 性別,年齢別,地域別の食事と健康-の意識
性別意識 年齢別意識 地域別意識
.調 査 項 目
男性 女性 10-35億 4O-59歳 60歳以上 神戸 芦屋
欠食状況
欠食しない
時々欠食する
よく欠食する
?? ? ??? ??
? ?
? ??? ? ?
139 164
83.4 84.2
10.1 9.1
6.5 6.7
62
80.6
9.7
9.7
???? ???
? ?
???? ?? ? ?
? ??
支給食に対
満足して
??
'●どちらとも
満足してい
???
?
?
?
? ? ?
?
? ? ?
?
?? ?? ?
?? ???
???
133 163
42.1 20.9
26.3 30.7
31.6 48.4
?? ?
??
?
??
?
?
? ?
??
? ? ??
?
?
??
? ?
?
?
?? ? ?
109
78.0
12.8
9.2
????? ? 】????
? ? ?
??
?
? ??
116 109
41.4 27.5
23.3 35.8
35.3 36.7
147: 40
27.2 50.0
23.1 30.0
49.7 .20.0
炊き出し食に対して
満足している
どちらともいえない
滴定していない
????? ??
? ? ?
? ???? ?
129 158
84.5 84.1
日.6 12.7
3.9 3.2
59 113
78.0 84.0
20･声 14.2
1.7 1.8
115 106
87.8 88.7
6.1 8.5
6.1 2.8
142 39
79.6 89.8
16.9 5.1
3.5 5.1
健康に適した食生活
している
どちらともいえない
していない
?????? 】 ??
??? ? ?
? ???? ?
135 164
39.3 30.5
19.3 24.4
41.4 45.1
62 118
16.1 34.7
30.6 22.0
53.3 43.3
lL9 1O6
43.7 32.I
17.6 16.0
38.7 '5l.9
145 48
30.3 52.0
27.6 18.8
42.1 29.2
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多かったのに対して｢満足していない｣と答えた割合 (男
女各々4%,3%)は少なく,男女ともにボランティア
により提供された食事に対して満足していた｡このこと
はボランティアへの感謝の気持とともに,支給食に満足
していない理由として ｢冷たい｣が最もー多かったことを
反映し,温かい食事への満足感を示していると思われる｡●
｢健康に適した食生活をしている｣と答えた割合は男
女各々39%と31%で,｢健康に適した食生活をしていない｣
(男女各41%,45%)と答えた割合の方が多く,男女共
に健康への不安な気持ちが伺えた｡年齢別に比べると,
10-39歳層で ｢健康に適した食生活をしている｣が16%
と最も少なく ｢健康に適した食生活をしていない｣が53
%と最も多かった (p<0.05)｡このことは,若年齢層が
他の年齢層よりも現在の食生活の健康への影響を最も不
安に感じていることを示唆している｡地域別に比べると
｢健康に適した食生活をしている｣は神戸や芦屋 (各々
32%と30%)と比べて淡路では52%と多く,逆に ｢健康
に適した食生活をしていない｣は神戸と芦屋で各々52%
と42%であったのに対して淡路では29%と少なかった(p<
0.01)｡淡路で｢健康に適した食生活をしている｣と答え
た割合が多い理由として,炊出し的な食事が早い時期か
ら支給食として提供され,平常の食生活に近かったこと
に依ると思われる｡
ⅠⅠⅠ 食生活改善-の意識
性別,年齢別,地域別の食生活改善への意識を表4に
示した｡支給食の代りに食糧購入券を発行することに対
して ｢賛成｣が男性 (43%)よりも女性 (59%)は多く,
逆に ｢反対｣は男 (16%)の方が女性 (5%)よりも少な
かった (p<0.01)｡年齢層や地域による差はみられず,
全体平均で ｢賛成｣ (52%)が多く ｢反対｣ (10%)が少
なかった｡このことは年齢や地域に関係無く支給食の代
りに噂好にあった惣菜等を購入できる食糧購入券の発行
を願っていることが推察された｡
調理用具があれば家族の食事を ｢調理したい｣と男女
各々48%,56%が答え,｢調理したくない｣ (男女各々21
%,23%)の2倍以上と多く,男女共に温かい食事を調
理することを希望していることが伺えた｡年齢別,地域
別にも ｢調理したい｣が51%以上と多かった｡
共同炊事場があれば家族の食事を ｢調理したい｣と答
えた割合は男性45%に対して女性51%で,｢調理したくな
い｣ (男女各々18%,25%)の2倍以上と多かった｡年齢
別,地域別にも同様な傾向がみられ,各家庭での噂好に
あった温かい食事を家族そろって楽しむことを希望して
いることが示唆された｡
ⅠⅤ.避難所における食生活改善-の捷育
以上の結果から,魚介類や緑黄野菜の不足等による栄
養素の偏 りが示唆され,支給された食事が-人-日当た
り1200円とはいえ満足度が低く,各家族の噂好にあった
温かい食事を調理することを希望していることが示唆さ
れた｡避難所生活でストレスも多く,食欲も減退し,心
身ともに疲れ果てているような状況で,明日への活力を
得,健康を保持する為には食生活の ｢復旧｣が重要であ
る｡被災直後とは異なり,付近での食料の購入もほぼ可
能となった地域では配給食の支給だけでなく,個々の被
災住民の希望に添ったきめ細かい施策が必要と考え,1995
年3月28日,各市および区の災害対策本部長宛に下記の
表4 性別,年齢別,地域別の食生活改善への意識
性別意識 年齢別意識 地域別意識
調 査 項 目
男性 女性 10-39歳 40-59歳 60歳以上 神戸 芦屋
食規購入券の発行
賛 成
どちらともいえない
反 対
???? ???
??
? ??
?
? ? ?
99? ? ? ? ? 】???? 】
16.2
?????? ?
? 54
44.4
44.4
ll.2
?????
?? ? ???
? ? ???? ?
? ? ?? ?104
56.7
32.7
10.6
????
????????
?????
?? ?
網理用具があれば
調理したい
どちらともいえ
調理したくない
? ????? ??
???
? ??
?
? ? ?
?? ??
102 138 55
48.0 55.8 52.7
31.4 21.0 36.4
20.6 23.2 10.9
95 90
53.7 51.1
???? ? ?
?
26.3 17.8 33.3
20.0 31.1 12.7
? ? ? ?? ?? ??? ?
???
?
共同炊事場があれば (人数) 272
調理したい (%) 48.5
どちらともいえない (%) 29.8
調理したくない (%) 21.7
118 154 55
44.9 51.3 50.9
37.3 24.0 38.2
17.8 24.7 10.9
???? ??? ? ?? 】 ??
? ? ??99
47.5
38.4
14.1
? ? ???? ?? ?
???
? ???
??????
- :未調査
(4)
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提言を送付した｡
1.支給食の代りに食糧購入券の発行
食事を支給する代りに,付近の商店で惣菜などの食品
が購入できる食糧購入券を発行する｡このことは避難住
民の栄養改善に役立つばかりでなく,各家庭の噂好にあ
った惣菜を得ることができ食事への満足感も得られる｡
2.調理器具の貸し出し
プロパンガス,電気調理器具など調理器具を貸し出す
ことによって,温かい食事ができる｡また,ガス未復興
の地域や台所が損壊した避難住民に対しても食事を支給
していたが,これらの調理器具等の貸し出しは食事の支
給よりも被災住民にとって有効である｡
3.共同炊事場の設置
避難所生活が長期になった場合,自宅や仮翠住宅に相
当する共同炊事場や食堂 (小学校等の嘩難所の調理場の
解放やキッチンカー等の導入)を設置し,被災者が自由
に利用できるようにする｡調理施設を使用することによ
って各家庭での噂好にあった料理を調理でき,一家だん
らんの食事を楽しむことが可能となる｡
以上の提言が実施されることによって,配給食の欠点
を補い避難住民の栄養改善に役立ち,各家庭の噂好にあ
った料理ができ,食欲を増進させ,一家だんらんの食事
を楽しむことが可能となる｡更に,梅雨や夏期では調理
済み食品を長時間暖かい室温に置 くことは食中毒などの
原因となり,各家族の食事時間にあわせて調理するこは
食中毒の防止にも役立つと考える｡
要 約
避難所における被災者の食生活に関する実態を把握し,
被災住民の今後の食生活の改善に役立つ資料を得るため
アンケート調査を行った｡神戸市 (男女各々58名と53名,
面接聞き取り),芦屋市(男女各々52名と96名,面接聞き
取り)および淡路島 (男女各々35名と21名,留め置き)
の避難所で生活をしていた10歳から88歳の男女各々145名
と170名の計315名を対象に平成 7年3月に調査を行った｡
1.食事を3食摂取している割合は男女各々84%,｢よ
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く欠食する｣は男女各々て7%で欠食率は低かった｡
2.食品群別摂取頻度を比べると,｢毎日摂取｣の割合
は穀類男女各々95%と,96%,牛乳男女各々72%,66%と
多かったが,魚介類の摂取頻度は男女各々16%と10%,一
緑黄色野菜は男女各々32%,35%と低かった｡特に ｢遇
に1回以下の摂取｣が魚介類男女各々39%と48%,緑黄
色野菜は男女各々31%.,33%と少なかった｡
3.｢もっと食べたい食品｣としては,緑草色野菜 (男
女各々59%,63%)と魚介類 (男女各々63%,57%)の
希望が多かっ美｡
4.支給された食事に対して ｢満足していない｣と答
えた割合は男女各々320/0,480/Oと多中った｡満足してい
ない理由としてIT冷たい｣が男女各々80%と72%で最も
多く,次に ｢野菜が少ない｣ (男女各々49%,58%)｢硬
い｣(男女各々46%,50%)｢捧げ物が多い｣ (男女各々31
%,580/o･)の順であったQ
5.共同炊事場があれば家族の食事を ｢調理したい｣
と答えた割合 (男女各々45%,51%)は ｢調理したくな
い｣ (男女各々18%,25%)の 2倍以上と多かった｡
6.健康に適した食生活を ｢している｣と答えた割合
(男女各々39%,31%)よりも｢していない｣ (男女各々
41%,45%)が多かった｡
これらのことから,避難所での食事は魚介類や緑黄色
野菜の摂取が少なく栄養素の偏 りが推察され,支給され
た食事への満足度が低 く,各家族の噂好にあった温かい
食事を調理することを希望していることが示唆された｡
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Summary
Asurveyonfoodandconsiderationofhealthwasconductedon145maleand170femalevictims,10-88years
ofage,inKobe(58malesand53females),Ashiya(52malesand96females)andAwaji(35malesand21females)
inMarch,1995.
1.Morethan84%ofthevictimsdidnotskipmealswhile7%ofthemskippedmealsfrequentlyinbothsexes.
(5)
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2.0fthevictims, 95%ofthemalesand96%ofthefemaleshadcerealsand72%ofthemalesand66%ofthe
femaleshadmilkproductseveryday.Buto山y16%ofthemalesandlO%ofthefemaleshadfishand32%and
35%hadgreenvegetableseveryday,and390/oand48%hadfishand31%and33%hadgreenVegetablesoncea
week.
3.Manyexpressedadesiretohavemorefish, 630%ofthemalesand57%ofthefemales,andmoregreen
vegetables, 59%inbothsexes.
4.Formealsservedintheevacuationcenters,32%ofthemalesand49%ofthefemaleswerenotsatisfied.The
mostcom onreasonwasthatthemealswerecold(80%ofthemales, 72%ofthefemales), smalamountsof
vegetables(49%and58%), hard(46%and50%)andalotoffriedfood(31%and58%).
5.1ftherewerekitchenfacilities,morethan45%ofthemalesand51%ofthefemaleswantedtocookfortheir
familybythemselves.Butody18%ofthemalesand25%ofthefemalesdidnotwant.
6.Thirty-ninepercentofthemalesand31%ofthefemalesconsideredtheirfoodintaketobesufficientto
maintaintheirhealthwhile42%ofthemalesand45%ofthefemalesconsidereditinsufficient.
Theconclusionreachedwasthatthemealsservedinevacuationcentershadlittlefishandgreenvegetabelsand
thenutrientintakewasunsufficienttbmaintaingoodhealth.Mostevacueeswerenotsatisfiedwiththemeals
servedandwishedhavetheirfavoriteandwam mealsbycookingforthemselves.
(6)
